


































「団体 Verband」の「自主的指導行為 selbstständig leitende Tätigkeit」を指し，狭義かつ勝義






限する社会関係ないしは閉鎖的な社会関係 eine nach aussen regulierend beschränkte oder 



























































とってノーマルな手段でも唯一の手段でもない nicht etwa das normale oder einzige Mittel des 
Staates──そんなことは言うまでもないことである davon ist keine Rede──。だが，おそ







































して単独に（実効的に）要求する人間ゲマインシャフトである。」（Staat ist diejenige 
menschliche Gemeinschaft, welche innerhalb eines bestimmten Gebietes ... das Monopol legitimer 








有な特有の手段，つまり物理的実力の行使に着目して aus einem spezifischen Mittel, das ihm, 



























「民主制や議会制」の問題など「国民の死活の利害 die Lebensinteressen der Nation」と比べ
れば二次的な問題だとあったし15），後者にあっては「国民の利益と課題とは die Interessen 





















































































力 sein Bestand und die Geltung seiner Ordnungen とが行政幹部 Verwaltungsstab による物理的
強制の使用および威嚇によって durch Anwendung und Androhung physischen Zwangs 永続的
に保障されている限りにおいて，この支配団体は政治団体 Politischer Verband と呼ばれる。」
そして「政治的なアンシュタルト経営 ein politischer Anstaltsbetrieb は，その行政幹部が秩
序の実施のために für die Durchfürung der Ordnungen 正統な物理的強制の独占 das Monopol 
legitimen physischen Zwangs を有効に要求する限りにおいて，国家 Staat と呼ばれる。」25）
　つまり，「国家」とは，その「領域 Gebiet」内に居住するすべての人間に対して，その
「秩序 Ordnungen」（これは当然 gesatzte Ordnungen，「制定秩序」である）に対する原始的・事
後的合意の有る無しにかかわらず，およそ法的規律の対象となる一切の行為に関して──
それ以外の行為は国家の関心外にある──「秩序」＝「制定秩序」を相対的に実効的に指
令しかつ強制し，その「物理的強制の正統性 legitimer physischer Zwang」をみずからに「独











彼の定義するような国家は「近代」において完成する26））の「本質的特徴 ein wesentliches 
Merkmal」として，「その合理的な『アンシュタルト』にして持続的な『経営』としての
性格 ihr rationaler “Anstalts”—und kontinuierlicher “Betriebs”—Charakter」をば，「国家の実力










































に他を論証する］倒逆論法 hysteronproteron［独訳すると Späteres als Früheres］に陥るものにほ
かならない。人はそれ自身国家においてはじめて可能となるはずの契約の上に国家を築く
ことはできない。」と28）。



























































































ウンク」を「関与者の主観的な共属感情（感情的ないし伝統的な）に根ざす auf subjektiv 
gefühlter (affektueller oder traditionaler) Zusammengehörigkeit der Beteiligten beruht）」社会関係
と定義し，他方，「フェアゲゼルシャフトウンク」を「合理的（価値合理的ないし目的合
理的）な動機による利害の均衡や，同じ動機による利害の一致に立脚する auf rational (wert- 



































Grundriss der Sozialökonomik』36）の第一編「経済の基礎」第三部「C 経済と社会」のⅠとし
て，ウェーバーが「経済と社会的諸秩序ならびに諸勢力 Wirtschaft und die gesellschaft-





















































































































































において意味をもって何らかの制定秩序に『準拠して』なされる subjektiv sinnhaft an einer 
gesatzten Ordnung »orientiert«」行為であって，ウェーバーはそれを「ゲゼルシャフト関係































当然「のちに論及されるべき später zu erörternd」59）「極めて重要なゲゼルシャフト関係の形























eine zweckrational vereinbarte Ordnung」が存在するわけではないにもかかわらず，効果と
しては「あたかもそれが存在するかのように als ob 経過」し，また関与者各人がそのさい
己の行為を意味づけるその意味づけ方によっても，そうした，あたかも目的合理的に制定
された秩序が存在するかのような，特有の効果がもたらされる（bei welchen dieser 
spezifische Effekt duruch die Art der Sinnbezogenheit des Handelns der Einzelnen mitbestimmt ist）













































な種類・レヴェルの「諒解ゲマインシャフト」へ，「自分では何もしないのに ohne sein 














jeweils bestimmter Gewalthaber」が「諒解によって効力を持つ秩序 einverständnismässig 
wirksame Ordnungen」を「特定の諒解に即して団体に編入された成員の行為に対して für 









































































れたもの・いつも繰り返されるものには順応するという，諒解のうえに auf dem 































し，2001年に MWGI/22–1, Wirtschaft und Gesellschaft, Gemeinschaften に収録された対応テ
キストを参照した。
（一）政治ゲマインシャフトの定義
　「政治ゲマインシャフト politische Gemeinschaft」とは，「物理的実力 physische Gewalt，




















存在したというものではない nichts von jeher und überal Gegebenes」し，また昔からどこで
でも，所定の「地域」において，他の様々なゲマインシャフトやゲゼルシャフト団体にた
いして，「秩序ある支配」に関し，唯一独占的・主権的地位にあったわけでもない。「実力
をもってする防敵行為 gewaltsame Abwehr der Feinde」は，必要とあれば個々の「家ゲマイ
ンシャフト Hausgemeinschaft」や「近隣団体 Nachbarschaftsverband」，さらには「経済的利
益の充足を主目的とする他の団体 ein anderer Verband, der wesentlich auf ökonomische 
Interessen ausgerichtet ist」がこれを引き受けたし，他方，「『地域』の秩序だった支配とそ
こに住む人間相互の関係の『内部に向けての』組織的規制 die geordnete Beherrschung des 
“Gebiets” und die Ordnung der Beziehungen der Menschen “nach innen”」は，しばしば「宗教







































は「政治ゲマインシャフトに特有のパトス ihr spezifisches Pathos をもたら」し，「政治ゲ
マインシャフトの永続的な情緒的基礎 ihre dauerunden Gefühlsgrundlagen をつくりだす」。
「共同の政治的運命，なかんづく生死を賭した共同の政治闘争は，人々のあいだに追憶の
ゲマインシャフト Erinnerungsgemeinschaften を生みだ」し，それは「しばしば文化や言語



































ものだとする，関与者のあいだに広く行き渡った信仰 der unter den Beteiligten verbreitete 
























































































































































秩序ある持続的団体（ein geordneter Dauerverband einer Gebietsgemeinschaft」へと「いわば
再編入され sozusagen wieder eingemeindet wird」，その結果，「政治団体 der politische 
Verband」が「創出され」geschaffen wird」て，その中で「戦士集団」が「特権的地位
privilegierte Stellung」を獲得する。そして，この「特権的地位」を与えられた「戦士集団」
を核とする「政治団体」が，「いまや nun」「実力行使の特別の正統性 eine spezifische 






































「血讐 Fehde」は「合理的に整序された刑罰 rational geordnete Strafe」に，（身分集団ないし
私的集団相互間の）「賠償金商議 Sühnenhandlung」は「合理的に整序された訴訟 rational 
geordneter Rechtsgang」に転化する102）。
　「こうした経路を辿って」とウェーバーは続けている，「政治ゲマインシャフトは，その



















に──いわゆる初期資本主義の「資本主義的営利経済 eine entstehende kapitalistische 
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